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特別管理産業廃棄物の種類（施行令第 2条の 4） 

引火性廃油 揮発油類、灯油類、軽油類（燃焼しやすいもの；引火点おおむね70℃未満） 

腐食性廃酸 pH2.0以下のもの（著しい腐食性を有するもの） 

腐食性廃アルカリ pH12.5以上のもの（著しい腐食性を有するもの） 

感染性産業廃棄物 

医療機関等において生じた感染性廃棄物（感染性病原体が含まれ、若しくは付着している

廃棄物又はこれらのおそれのあるもの）であって汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラ

スチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず等である
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廃 PCB 等 廃PCB及びPCBを含む廃油 

PCB 汚染物 

PCBが塗布され又は染み込んだ紙くず、PCBが染み込んだ木くず・繊維くず・汚泥、PCBが

付着し又は封入された廃プラスチック類・金属くず、PCBが付着した陶磁器くず・工作物

の新築、改築、除去に伴って生じたコンクリートの破片その他これに類する不要物 

PCB処理物 
廃PCB等又はPCB汚染物を処分するために処理したもの 

 （PCB処理物に係る判定基準に適合しないもの） 

廃水銀等 

次の施設において生じた廃水銀又は廃水銀化合物 （水銀使用製品が産業廃棄物と

なったものに封入された廃水銀又は廃水銀化合物を除く。） 

① 水銀若しくはその化合物が含まれている物又は水銀使用製品廃棄物から水銀

を回収するための施設 

② 水銀使用製品の製造の用に供する施設 

③ 灯台の回転装置が備え付けられた施設 

④ 水銀を媒体とする測定機器（水銀使用製品（水銀圧入法測定装置を除く。）を

除く。）を有する施設 

⑤ 国又は地方公共団体の試験研究機関 

⑥ 大学及びその附属試験研究機関 

⑦ 学術研究又は製品の製造若しくは技術の改良、考案若しくは発明に係る試験

研究を行う研究所 

⑧ 農業、水産又は工業に関する学科を含む専門教育を行う高等学校、高等専門

学校、専修学校、各種学校、職員訓練施設又は職業訓練施設 

⑨ 保健所 

⑩ 検疫所 

⑪ 動物検疫所 

⑫ 植物防疫所 

⑬ 家畜保健衛生所 

⑭ 検査業に属する施設 

⑮ 商品検査業に属する施設 

⑯ 臨床検査業に属する施設 

⑰ 犯罪鑑識施設 

試薬としての水銀又はその化合物については、上記①～⑰の特定施設から生じ

たもので原体とみなせるものは廃水銀等に該当するが、原体とみなせないもの

（例えば、使用後の試薬を含む廃液）は従来の特別管理産業廃棄物又は水銀含

有ばいじん等に該当する。 

水銀若しくはその水銀化合物が含まれている物（一般廃棄物を除く。）又は水銀使用

製品が産業廃棄物となったものから回収した廃水銀 

水銀若しくはその化合物が含まれている水銀含有再生資源、ばいじん、燃え殻、

汚泥等の産業廃棄物又は水銀使用製品が廃棄物となったもの等から廃棄物処

理施設等で回収した廃水銀が該当する。なお、上記①～⑰の特定施設以外の施

設において水銀使用製品の破損により漏洩した廃水銀は該当しない。 
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廃水銀等を処分するた

めに処理したもの 

廃水銀等を処分するために処理したものであって環境省令で定める基準（水銀の精

製設備を用いて行われる精製に伴って生じた残さであること）に適合しないもの 

具体的には廃水銀等を硫化及び固型化したものは特別管理産業廃棄物に該当

し、廃水銀化合物等をばい焼施設等により精製した際に生じた残さは特別管理

産業廃棄物に該当しない。 

指 定 下 水 汚 泥 等 
下水道法施行令第13条の４の規定により指定された汚泥及び当該指定下水汚泥を処分す

るために処理したもの（環境省令で定める基準に適合しないもの） 

廃 石 綿 等 

①石綿建材除去事業において除去された吹き付け石綿 

②石綿建材除去事業において除去された石綿を含むもので次に掲げるもの 

   (1)石綿保温材 (2)けいそう土保温材 (3)パーライト保温材  

   (4)(1)～(3)と同等以上に石綿の飛散のおそれのある保温材、断熱材、耐火被覆材 

③石綿建材除去事業において用いられ、廃棄されたプラスチックシート、防じんマスク、

作業衣等で石綿が付着しているおそれのあるもの 

④大気汚染防止法の特定粉じん発生施設が設置されている事業場において生じた石綿で

あって、集じん装置によって集められたもの 

⑤大気汚染防止法の特定粉じん発生施設又は集じん施設を設置する工場、事業場で用いら 

 れ、廃棄された防じんマスク、集じんフィルター等であって石綿が付着しているおそれ 

 のあるもの 

鉱  さ  い 

ば い じ ん 

燃  え  殻 

汚 泥 

廃 酸 

廃 ア ル カ リ 

 

 

並びに 

上記のもの及び下記の廃

油を処分するために処理

したもの 

○施行令で定める施設において生じたもの（鉱さいを除く）であって有害物質の判定基準

に適合しないもの 

○燃え殻、ばいじん、汚泥、廃酸、廃アルカリ等のダイオキシン類に係る判定基準（下表） 

に適合しないもの 

廃 棄 物 の 種 類 含 有 試 験 

廃棄物焼却炉において生じたばいじん、燃え殻 

３ｎｇ－ＴＥＱ／ｇ以下 製鋼用電気炉並びにアルミニウム合金製造用の焙焼炉、

溶解炉及び乾燥炉において生じたばいじん 

ダイオキシン類対策特別措置法の水質基準対象施設＊を

有する工場等において生じた汚泥、廃酸及び廃アルカリ 

廃酸、廃アルカリ以外 

３ｎｇ－ＴＥＱ／ｇ以下 

 

廃酸、廃アルカリ 

100ｐｇ－ＴＥＱ／Ｌ以下 
上記廃棄物を処分するために処理したもの 

＊ ダイオキシン類対策特別措置法施行令別表第二に掲げる施設 

廃 油 

（廃溶剤に限る） 

施行令で定める施設において生じたトリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロ

ロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロ

ロエチレン、 1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジクロロプロペ

ン、ベンゼン、1,4-ジオキサン 

ば い じ ん 

輸入された廃棄物の焼却施設（処理能力200㎏／時間以上又は火格子面積２㎡以上）にお

いて発生し、集じん施設によって集められたもの（溶融、焼成、セメント固化、薬剤処理

又は酸抽出処理されたものを除く） 

ば い じ ん 

燃  え  殻 

汚 泥  

並びに上記のものを処分す

るために処理したもの 

①廃棄物焼却炉（焼却能力 50kg／時間以上又は火床面積 0.5 ㎡以上）において輸入され

た廃棄物の焼却に伴って生じたものであって、ダイオキシン類の含有量が３ng-TEQ/g

を超えるもの 

②ばいじん（集じん施設で集められたものであって輸入された廃棄物であるもの）、燃え

殻及び汚泥（輸入された廃棄物であってダイオキシン類の含有量が３ng-TEQ/gを超え

るもの） 
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（別表 判定基準） 

産業廃棄物 

 

 

有害物質 

燃え殻 

ばいじん 

鉱さい 

汚泥 

特定有害産業廃棄物を処分

するために処理したもの 廃酸、 

廃ｱﾙｶﾘ 廃酸、廃ｱﾙｶﾘ

以外の場合 

廃酸、廃ｱﾙｶﾘ

の場合 

試験方法（単位） 溶出試験（mg/L 以下）3) 含有量試験(mg/L 以下)3) 

ｱﾙｷﾙ水銀化合物 不検出 4)8) 不検出 4) 不検出 4) 不検出 4) 不検出 4) 

水銀又はその化合物 0.005 0.005 0.005 0.05 0.05 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物 0.095) 0.095) 0.095) 0.3 0.3 

鉛又はその化合物 0.35) 0.35) 0.35) 1 1 

有機燐化合物 6) － 1 1 1 1 

六価ｸﾛﾑ化合物 1.55) 1.55) 1.55) 5 5 

砒素又はその化合物 0.35) 0.35) 0.35) 1 1 

ｼｱﾝ化合物 － 1 1 1 1 

PCB － 0.003 0.003 0.03 0.03 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ － 0.1 0.1 1 1 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ － 0.1 0.1 1 1 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ － 0.2 0.2 2 2 

四塩化炭素 － 0.02 0.02 0.2 0.2 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ － 0.04 0.04 0.4 0.4 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ － 1 1 10 10 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ － 0.4 0.4 4 4 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ － 3 3 30 30 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ － 0.06 0.06 0.6 0.6 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ － 0.02 0.02 0.2 0.2 

ﾁｳﾗﾑ － 0.06 0.06 0.6 0.6 

ｼﾏｼﾞﾝ － 0.03 0.03 0.3 0.3 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ － 0.2 0.2 2 2 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ － 0.1 0.1 1 1 

ｾﾚﾝ又はその化合物 0.35) 0.35) 0.35) 1 1 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.57) 0.5 0.5 5 5 
注 1)判定基準は、総理府令第 5号、廃棄物処理法施行規則別表 2(廃酸・廃ｱﾙｶﾘ)による。 

2)指定下水汚泥は省略。 

3)溶出試験の基準値は、溶媒中に溶出した濃度、含有量の基準値は廃酸、廃ｱﾙｶﾘに含まれる濃度を示す。 

4)ｱﾙｷﾙ水銀化合物の不検出とは、ｱﾙｷﾙ水銀化合物の検出限界 0.0005mg/L をいう。 

5)金属類の基準値は、3 倍値基準(土壌に吸着されやすいことが考慮され、排水基準の 3 倍の値が採用されている)である。 

6)有機燐化合物とは、ﾊﾟﾗﾁｵﾝ、ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ、ﾒﾁﾙｼﾞﾒﾄﾝ、EPN(ｵﾙﾄｴﾁﾙﾊﾟﾗﾆﾄﾛﾌｪﾆﾙﾁｵﾉﾍﾞﾝｾﾞﾝﾎｽﾎﾈｰﾄ)をいう。 

7)ばいじん及びその処理物に適用。 

8)燃え殻を除く。 

 

 

 

◆ PCB 処理物に係る判定基準 

処分するために処理したものの種類 溶 出 試 験 含 有 試 験 

廃  油 ―――     ０．５  ㎎／㎏ 以下 

廃 酸 、 廃 ア ル カ リ ―――     ０．０３ ㎎／Ｌ 以下 

廃プラスチック類、金属くず PCBが付着又は封入していないこと 

陶 磁 器 く ず PCBが付着していないこと 

上 記 以 外 の も の     ０．００３  ㎎／Ｌ以下 ――― 


